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香り物質の殺傷作用について
M.Omron

はじめに
雨が降り続く梅雨も終わり、連日猛暑が続いてい
る。夏本番である。この時期は食べ物が腐り易い。
これは論勿カビ、細菌類が繁殖し易くなっているた
めである。梅雨の時も同じだが、この時期に特徴的
なのは、「害虫が発生し易い」ということである。
一方、近年、「フィトンチッド」と呼ばれる香り
物質の効果が話題になっている。実はその起源は人
類の古代文明と同じくらい古いものである。主な用
途としては蚊などの害虫に対する防虫剤としての効
果や、香辛料に代表されるように、いわゆる「毒消
し」としての効果である。防虫剤として使用される
ものと毒消しとして使用されるものの違いは、食用
に供されるかどうかと言うことであろう。
それでは、毒消しとして使用されている物質を防
虫剤として使用する事は出来ないだろうか。
今回、家庭で一般的に使用されている材料を使い、
その防虫剤としての効果を調査した。

実験１
予備実験として、菌類に対する殺傷効果を確認す
るため、次のような実験を行った。

サンプル：
乾燥餅 直径６ｃｍ程度の丸餅を二等分し、それぞ
れをジャムの空き瓶に入れた。一方はそのまま、も
う一方は練りワサビ２ｇをアルミフォイルに包んだ
ものを同じ瓶の中に入れ、蓋をして密封した。前者
を（Ａ）後者を（Ｂ）とする。（図１参照）
サンプルを室内に５日間放置し、様子を観察した。

結果：
次に、観察した結果を示す。

経過時間 サンプル(A) サンプル(B)

２４ｈ 変化無し 変化無し

４８ｈ 白い針状のカビが 変化無し
上部に観察された

７２ｈ 白い針状のかびが 変化無し
上部一面に広がり、
側面に青カビが観察
された

１２０ｈ 白い針状のカビは 変化無し
上部一面に広がり側
面の青カビの斑点が
拡大した

これは、ワサビが餅に付いていたカビの胞子を殺
したためと推定される。その結果、密閉された容器
の中では、長時間に渡ってカビの発生が起きなかっ
たのであろう。

実験２
次に、各種香り物質の殺傷効果を調べるために、
ショウジョウバエを使った次のような実験を行った。

実験方法：
１．クロショウジョウバエをバナナトラップ
（図２参照）を使用して捕獲する。
２．ショウジョウバエを３匹づつスチロール棒瓶に
入れてガーゼで蓋をする。
３．香り物質を各々１ｇ取り、アルミフォイルに乗
せてそれをガーゼの上に乗せ、その上にスチロー
ル棒瓶を上下逆にかぶせて更に接合部分をテープ
で巻いて密閉容器を作成する。
４．この状態で３０分間放置し、ショウジョウバエ
がすべて落ちて動かなくなるまでの時間を測定し、
結果を比較した。
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サンプル：
ａ．ニンニク ｂ．唐辛子 ｃ．マスタード
ｄ．ワサビ ｅ．レモン ｆ．芳香剤

ｇ．～ｌ． 上記物質とともに、活性炭１ｇを同包
したもの。計１２種類。
注）レモンは皮部分を使用した。又、芳香剤は市販
のフィトンチッド芳香剤（屋久杉系）を使用した。
活性炭は市販の脱臭剤（ノンスメル）を使用した。

結果：結果を次の表に示す。

活性炭無し 活性炭有り

サンプル 時間（秒） サンプル 時間（秒）

ａ） ３０ ｇ） －－－

ｂ） ４６ ｈ） －－－

ｃ） ５４ ｉ） －－－

ｄ） ３８ ｊ） －－－

ｅ） ８９ ｋ） －－－

ｆ） １１９ ｌ） －－－

この結果より明らかなように、各種香辛料だけで
なく、柑橘系果実なども優れた殺傷効果を持ってい
る事が分かる。また、脱臭剤である活性炭を入れる
事で殺傷効果が極端に減少する事から、この効果は
サンプルより空気中に放散される揮発性物質による
事が明白である。

実験３
梅雨明けごろから家庭の米の中にコクゾウムシが
発生する事がある。特に米びつの中はコクゾウムシ
が発生し易く、その対策に頭を痛めている人も多い
と思われる。
防虫剤を添加する事で虫の発生は抑えられるが、
ものが、我々が直接口に入れる食物なだけに、薬品
類の使用は避けたいところである。
そこで、香り物質を使用する事により、コクゾウ
ムシの発生を防止できるかを調査する実験を行った。

実験方法：
精米した米、１ｋｇづつをそれぞれビニール袋に
入れる。片方には唐辛子５ｇを網袋に入れる。
ビニール袋の口を縛った状態で春から夏までの３
ケ月間放置し、状態を観察した。

結果：
米をビニール袋から出し、コクゾウムシの発生状
況を見た。唐辛子を入れたほうのサンプルには発生
は確認できなかった。また、米の状態は良好であっ
た。一方、唐辛子を入れなかった方は、コクゾウム
シが観察され、米の一部に粉化等の食害が見られた。
両サンプルをそれぞれ炊いて食用した所、コクゾ
ウムシが発生していなかった方の味は良好であった
が、コクゾウムシの被害が見られた方はパサツキ感
が強く、味も劣った。
次にこのコクゾウムシを捕獲し、密閉容器に唐辛
子と共に入れたところ、数分のうちに活動を停止し
てしまった。
この結果より、唐辛子は、安全性を保ちながらコ
メの保存性を向上させる効果を持つ事が分かる。

まとめ
日本においてもっとも親しまれている防虫剤とい
えば「除虫菊」であろう。特に、大日本除虫菊株式
会社のＣＭに代表されるように、日本の夏は防虫剤
が季節の風物詩になるのである。
また、昔から日本には「ワサビ」という強力な香
り物質を発するものを生肉とともに食すると言う知
恵がある。ワサビの辛み成分はシニグリンであり、
これはマスタードと同じである。マスタードから抽
出された物質が「マスタードガス」の成分であり、
猛烈な毒性を有していると言う事実は、これらの香
り物質の殺傷作用の凄さを裏付けるものである。
しかし、これら香辛料と呼ばれる物質が、細菌類
を殺傷する「毒消し」としての効果だけにとどまら
ず、病害虫に対しても非常に強力な殺傷効果を持つ
と言う事実は、実に興味深いものが有る。特に、薬
品を使用することがためらわれる食料の保存用とし
て、もっとこれら香り物質が利用されても良いので
はないだろうか。既に利用されている食料品だけで
なく、より広い範囲への応用を、今後検討して行き
たい。
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